





研究会」を 2017 年 1 月に発足し、同年 4 月より研究活動を開始した。参加メンバーは、多摩
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画に関する意識の低下」、「読書不読率 48.7%、新聞不読率 41.5%」、「スマートフォンの 1 日平















速させるため 2017 年 5 月に政府が「経済財政運営の基本方針（骨太の方針）」を打ち出し、大
学教育の質向上のため教育課程などの見直し、教育成果に基づく私学助成の配分見直し、大学
教育の成果の見える化を進めるとしている。














続の観点から高大連携の必要性、多摩大学での AL の取組例を紹介した。本学における AL は、
4 段階に区分して定義した。第 1 段階「学習意欲向上を目的としたアクティブ・ラーニング」（専
門知識を活用しない）、第 2 段階「知識の定着を目的とした一般的なアクティブ・ラーニング」
（専門知識を活用する）、第 3 段階「課題解決を目的としたアクティブ・ラーニング」（産学連


















　2017 年 4 月の同研究会では、研究活動内容と高大連携プロジェクトの進捗状況が報告され







のスタンスでどう関わるかに尽きる。3 月の FD 合宿では、高校の先生方とも本音ベースで議
論したいところである」。詳細は、割愛する。
3．研究活動の成果





（1） 「外部講師による講演会」（浜田、水嶋）の延べ参加者数 45 名：追手門学院大学 基盤教育
機構 梅村 修教授の講演 15 名参加、富山大学 教育・学生支援機構 橋本 勝教授の講演 30
名参加。
（2） 「研究授業」（松井、有岡）の延べ参加者数 120 名：聖ヶ丘高校に高校・大学教員 23 名参加、
目黒中高校に 1 回目高校・大学教員 37 名参加と 2 回目高校・大学教員・他校教員・教育
業界関係者 60 名参加。
（3） 「目黒プロジェクト」（村山、松井、越前、中井）の延べ参加者数 801 名：増上寺キャンド
ルナイト、東北震災支援、目黒パーシモンオータムフェスティバルおよび準備活動（紙漉
き、ミーティング）、活動回数 23 回。
（4） 「起業プロジェクト」（松井、金）の延べ参加者数 212 名：ミュージックセキュリティーズ
社（クラウドファンディング会社）への訪問と社長のレクチャー、日本政策金融公庫の創
業・起業について講演・ビジネスプランプレゼン、活動回数 18 回。
（5） 「韓国研修プログラム」（趙、松井）の延べ参加者数 177 名（事前学習含む）：2017 年 5 月
31 日～ 6 月 4 日韓国研修：国際会議出席と済州漢拏大学との交流など現地に 48 名参加（目
黒高校生徒 5 名と教員・校長 2 名、学生 32 名、多摩大学院生 2 名、大学教職員 7 名）。
（6） 「神奈川県いちょう団地プロジェクト」（田中、松井）の延べ参加者数 264 名：いちょう団
地、大和市役所、団地自治会への訪問・調査、活動回数 14 回。
（7） 「農業プロジェクト」（出岡、鈴木、松本、野坂、水嶋、矢内）の参加者数 27 名：八王子
市番場農園ブルーベリーの収穫体験。
（8） 「多摩若者プロジェクト」（丹下、野坂、松井）の参加者数 350 名：多摩市の魅力に関す
るアンケート調査を多摩大学インターゼミ多摩学班（多摩市受託研究）と連携して実施。
（9） 「キャンパスツアー・プロジェクト」（佐藤、松井、森島）に 50 名参加：2017 年 12 月 9
日多摩大学アクティブ・ラーニング祭に目黒高校の生徒と保護者が参加、高大連携プロ
ジェクトの発表やキャンパスツアーが行われた。
（10） 「高大連携講演会」（松井）の参加者数 65 名：目黒中高校 3 回計 40 名、聖ヶ丘高校 25 名。
（11） 「AL 研究会・FD・SD 合同合宿」（浜田、川手）に 45 名参加：2018 年 3 月 4 日～ 5 日（1
泊 2 日）湘南国際村センターにて同研究会の成果や課題など「高大接続改革－ 2021 年問
題－」をテーマにし、大学教職員のみならず、高校教員も参加し、報告と議論を行った。








黒中学校・高等学校 松井 晋作教諭）。また、池田 剛透 ALC 事務課長が、収集・整理した高
大接続改革に関する論文・資料 255 件（2015 年 4 月～ 2017 年 9 月学術論文・雑誌記事 225 件、
2016 年 2 月～ 2017 年 9 月朝日新聞社新聞・雑誌記事 30 件）を掲載した。
以上
